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住
職
挨
拶

梅
窓
院
第
二
十
五
世   

中
島 

真
成

み
な
さ
ま
の
お
出
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

月影に美しく稜線が浮かび上がる山並は、

浄土宗の総本山知恩院のある京都東山。

法然上人の昔から変わらぬ景色なのです。

　
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
い
い
ま
す
が
、

十
月
に
入
り
秋
の
気
配
が
深
ま
る
と
月
の
美

し
さ
が
い
っ
そ
う
際
立
つ
、
そ
ん
な
気
が
し

ま
す
。

　
ま
さ
に
、
月
あ
か
り
の
も
と
、
虫
の
声
を

聞
き
な
が
ら
読
書
な
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
う

し
た
過
ご
し
や
す
い
季
節
は
お
寺
で
も
行
事

が
目
白
押
し
で
す
。

　
三
年
前
に
復
活
し
ま
し
た
十
夜
法
要
、
文

化
講
演
会
、
そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
芸
術

の
秋
、
食
欲
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
続
き
ま
す
。

　
講
演
会
は
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
筑
紫
哲

也
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
。
当
寺
の

檀
家
に
な
ら
れ
、
去
年
か
ら
総
代
に
な
っ
て

い
た
だ
い
た

さ
ん
に
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
場
は
梅
窓
院
で
は
一
番
広
い
祖
師

堂
で
す
が
、
申
し
込
み
の
先
着
順
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
二
年
振
り
の
来
日

と
な
る
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
フ
ッ
ク
さ
ん
で
す
。

今
回
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
と
シ
ュ
ー
マ
ン
の
二

人
の
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
二
人
の
曲
を
中
心
に
弾
か
れ
ま
す
。

　
十
夜
法
要
で
は
お
念
仏
の
後
に
故
坂
本
九

さ
ん
の
娘
さ
ん
、
大
島
花
子
さ
ん
の
特
別
ラ

イ
ブ
。
そ
し
て
食
欲
の
秋
を
満
喫
す
る
芋
煮

会
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
こ
う
し
た
行
事
で
多
く
の
方
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
け
る
と
、
出
演
者
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
職
員
、
そ
し
て
何
よ
り
ご
本
尊
の
阿

弥
陀
さ
ま
が
喜
ば
れ
ま
す
。
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日
時
…
十
一
月
十
八
日
（
土
） 

十
夜
法
要
　
午
後
四
時
〜
　
　
本
　
堂

法
　
　
話
　
午
後
五
時
〜
　
　
本
堂
／
泉 

博
美 

上
人

芋
煮
会
　
午
後
五
時
半
〜
　
境
内
・
観
音
堂
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

同
封
の
葉
書
に
人
数
を
記
入
の
上
、
ご
返
送
下
さ
い
。

参
加
申
込
方
法

十
夜
法
要

　
十
夜
法
要
と
は
陰
暦
の
十
月
五
日
の
夜

よ
り
十
五
日
の
朝
ま
で
十
日
十
夜
お
念
仏

を
称
え
続
け
、
極
楽
往
生
を
願
う
も
の
で

す
。
そ
の
い
わ
れ
は
浄
土
三
部
経
の
ひ
と

つ
『
無
量
寿
経
』
の
「
此
に
お
い
て
善
を

修
す
る
こ
と
十
日
十
夜
す
れ
ば
、
他
方
諸

仏
の
国
土
に
お
い
て
善
を
す
る
こ
と
千
歳

な
る
に
勝
る
」
と
い
う
教
え
が
も
と
で
、

こ
の
世
で
善
行
を
行
う
の
は
あ
の
世
で
行

う
よ
り
難
し
く
、
千
倍
も
価
値
が
あ
り
、

一
つ
の
善
行
が
千
倍
の
功
徳
と
な
っ
て
返
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
世
で
善
い
こ
と
を
行
う

の
は
む
ず
か
し
い
、
良
か
れ
と
思
っ
て
も

迷
惑
だ
っ
た
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
人
を

傷
つ
け
て
い
た
り
…
…
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
十
夜
と
い
う
特
別
な
法
要

で
色
々
な
こ
と
を
振
り
返
り
、
心
を
こ
め

て
念
仏
を
称
え
た
い
も
の
で
す
。

　
梅
窓
院
で
は
十
夜
法
要
を
再
び
始
め
る

に
あ
た
り
、
音
楽
や
食
事
で
楽
し
ん
で
も

ら
え
れ
ば
と
、
芋
煮
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
念
仏
を
称
え
、
秋
の
味
覚
を
楽
し
む
、

こ
れ
は
十
夜
法
要
の
も
う
一
つ
の
目
的
で

も
あ
る
収
穫
へ
の
感
謝
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
十
一
月
十
八
日
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

皆
様
で
お
越
し
下
さ
い
。

十
夜
法
要

　
　
　  

芋
煮
会
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平成17年度、十夜法要の模様。

重
要

　
十
夜
法
要
で
は
、「
塔
婆
」
と
「
短
冊
」
の
ご
回

向
が
選
べ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
申
込
方
法
・
冥
加
料

が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
ま
た
ご
回
向
は
「
○
○
家
先
祖
代
々
」
の
み
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　
　
　
塔
婆
回
向 

一
霊
　
七
〇
〇
〇
円

　
　
　
短
冊
回
向 

一
霊
　
三
〇
〇
〇
円

お
申
込
方
法

塔
婆
―
同
封
葉
書
に
記
入
の
上
、十
一
月
十
一
日

必
着
で
お
申
込
下
さ
い
。

短
冊
―
同
封
の「
書
き
方
例
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。

お
支
払
方
法

同
封
の
振
込
用
紙
で
郵
便
局
に
て
お
支
払
頂
く

か
、当
山
受
付
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
で
の
支
払
は
出
来
ま
せ
ん
。ご
不
明
な
点
は

梅
窓
院
受
付
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

十
夜
回
向
に
関
す
る
お
知
ら
せ

大島花子特別ライブ
芋煮会のメインイベントとして

大島花子さんの特別ライブを

開催します！

芋煮会
大きなお鍋を囲みながら皆で食べる芋煮の味は、何故かいつもと一味

違います。それはたぶん身も心もホクホクになって幸せな気分になる

からでしょう。話もはずんで笑顔がこぼれます。そんな人と人とのコミュ

ニケーションの場になればと思い、今年も心を込めた熱々の芋煮を用

意して皆様をお待ちしています！

プロフィール
大島花子（ミュージシャン） 
2004年 父である坂本九が歌った
「見上げてごらん夜の星を」を40
年ぶりにカバーしＣＤデビュー。 
作詞作曲も手がけ、2005年日本
レスリング協会オフィシャル応援ソ
ング「TEAM」をリリース。
全国の障害者施設などでライブ
活動を行っている。

皆さん芋煮を片手に笑顔がこぼれます。

こだわりのおだしがしみ込んだ
芋煮は絶品です！



梅窓院通信 No.29 4

発　　行／梅窓院
発 行 日／平成18年10月1日
発 行 人／中島 真成
編　　集／青山文化村
住　　所／〒107-0062
　　　　　東京都港区南青山2-26-38
電　　話／03-3404-8588
F A X／03-3404-8446
ホームページ／http://www.baisouin.or.jp/
E - M a i l／jodo@baisouin.or.jp
題　　字／浄土門主総本山知恩院門跡
　　　　　第八十六世中村康　猊下
表紙写真／（株）アールクリエイション吉田
　　　　　（提供　セブンフォト）

『
プ
ラ
グ
を
抜
く
‐
緩
急
自
在
の
す
す
め
‐
』

十
一
月
四
日（
土
）

開
場
　
午
後
三
時
〜

開
演
　
午
後
四
時
　
祖
師
堂

【 

講
師 

】

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
筑
紫 

哲
也
氏 

入
場
無
料
／
申
込
先
着
三
〇
〇
名
様

※
お
申
込
み
は
青
山
文
化
村
ま
で
。

【 

お
詫
び 

】

No.
28『
青
山
』
秋
彼
岸
号
に
て
掲
載
し
ま

し
た
「
青
山
俳
壇
」
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
の
一
部
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

「
雷
」
↓
「
雹
」（
ひ
ょ
う
）

行
事
予
定

文
化
講
演
会

十
一
月
十
八
日（
土
）

法
要
／
特
別
ラ
イ
ブ
／
芋
煮
会

法
要
開
始
　
午
後
四
時
〜

十
夜
法
要

十
二
月
二
日（
土
）

開
場
　
午
後
二
時
半
〜

開
演
　
午
後
三
時
　
祖
師
堂

※
詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

フ
ァ
ン 

デ
ン 

フ
ッ
ク  

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル




